
 

佐
賀
地
本
は
、
6
月
17
日

（
日
）
、
武
雄
市
文
化
会
館
に

お
い
て
、
陸
上
自
衛
隊
西
部
方

面
音
楽
隊
に
よ
る
定
期
演
奏
会

を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

武
雄
市
長
を
始
め
と
す
る
ご
来

賓
の
参
加
を
得
て
、
約
１
２
０

０
名
の
皆
様
方
に
美
し
い
音
色

を
聴
い
て
頂
く
と
と
も
に
梅
雨

時
の
季
節
に
優
雅
で
楽
し
い
一

時
を
過
ご
し
て
頂
く
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。 

 

演
奏
会
は
、
２
部
構
成
で
行

わ
れ
、
第
１
部
の
「
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
協
奏
曲
」
に
お
い
て
は
、

地
元
佐
賀
県
唐
津
市
出
身
の
吉

田
３
曹
の
ソ
ロ
演
奏
に
よ
り
、

会
場
が
美
し
い
音
色
に
包
ま
れ 

ま
し
た
。 

 

第
２
部
は
、
打
っ
て
変
わ
っ

て
宮
崎
駿
さ
ん
の
映
画
で
使
用

さ
れ
た
親
し
み
の
あ
る
曲
を
楽

し
い
演
奏
で
披
露
し
ま
し
た
。 

 

第
２
部
終
了
後
に
は
、
防
衛

協
会
、
家
族
会
、
隊
友
会
の
各

協
力
団
体
か
ら
指
揮
者
（
音
楽

隊
長 

伊
東
３
佐
）
へ
の
花
束

の
贈
呈
に
引
き
続
き
、
ア
ン

コ
ー
ル
演
奏
が
行
わ
れ
、
客
席

か
ら
拍
手
喝
采
が
沸
き
起
こ
り

ま
し
た
。 

 

演
奏
会
終
了
後
に
は
、
「
素

敵
な
演
奏
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
」
、
「
楽
し
い
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
」
等
の
う
れ
し
い
感
想
を

頂
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
音
楽
演
奏
会
に
あ
わ

せ
て
設
置
し
た
広
報
コ
ー
ナ
ー 

 

佐
賀
地
本
は
、
6
月
19
日

（
火
）
、
目
達
原
駐
屯
地
に
お

い
て
、
高
校
教
諭
等
に
対
す
る

自
衛
官
等
募
集
説
明
会
を
行
い

ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
高
校
教
諭
等
22
名

及
び
県
職
員
2
名
の
ご
参
加
を

得
て
、
午
前
中
に
駐
屯
地
の
概

要
説
明
、
医
務
室
・
生
活
隊
舎 

・
隊
員
浴
場
・
厚
生
セ
ン
タ
ー

の
生
活
関
連
施
設
及
び
部
隊
見

学
を
行
っ
た
後
、
隊
員
食
堂
に

お
い
て
、
体
験
喫
食
を
し
て
頂

き
ま
し
た
。 

に
お
い
て
は
、
自
衛
官
等
募
集
、

退
職
隊
員
の
就
職
援
助
、
予
備

自
衛
官
等
に
関
す
る
広
報
活
動

を
行
い
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
音
楽

演
奏
会
を
通
じ
て
、
地
域
の
皆 

 

午
後
か
ら
は
、
自
衛
隊
の
概

要
及
び
自
衛
官
等
採
用
試
験
を

中
心
と
し
た
説
明
を
行
い
ま
し

た
。 

 
参
加
し
た
高
校
教
諭
か
ら
は
、

隊
員
の
生
活
に
関
す
る
質
問
が

多
く
あ
り
、
説
明
を
通
じ
て
、

自
衛
隊
及
び
募
集
制
度
へ
の
理

解
を
深
め
て
頂
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
自
衛

官
等
募
集
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
頂
け
る
よ
う
に
努
め
て
参

り
ま
す
。 

様
方
に
自
衛
隊
に
対
す
る
親
近

感
の
醸
成
を
図
る
と
と
も
に
、

防
衛
省
・
陸
海
空
自
衛
隊
の
架

け
橋
と
し
て
、
各
種
の
任
務
を

遂
行
し
て
参
り
ま
す
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
6
月
23
日

（
土
）
、
佐
賀
市
内
に
お
い
て

行
わ
れ
た
平
成
30
年
度
佐
賀
県

防
衛
協
会
の
定
期
総
会
を
支
援

し
ま
し
た
。 

 

本
会
は
、
民
間
防
衛
の
基
盤

を
拡
大
・
強
化
す
る
と
と
も
に
、

自
衛
隊
の
行
事
に
対
す
る
支
援

協
力
を
も
っ
て
、
自
衛
隊
の
健

全
な
育
成
発
展
に
寄
与
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
県
内

自
衛
隊
と
の
緊
密
な
連
携
を

保
っ
て
い
ま
す
。 

 

総
会
は
、
国
会
議
員
の
先
生

方
々
を
始
め
、
多
数
の
ご
来
賓

の
参
加
を
得
て
、
盛
大
に
行
わ 

 

 

佐
賀
地
本
は
、
6
月
14
日

（
木
）
、
佐
賀
市
内
に
お
い
て

行
わ
れ
た
平
成
30
年
度
佐
賀
県

自
衛
隊
退
職
者
就
職
援
護
協
議

会
の
定
期
総
会
を
支
援
し
ま
し

た
。 

 

本
協
議
会
は
、
佐
賀
県
内
の

企
業
及
び
関
係
行
政
機
関
と
自

衛
隊
と
の
相
互
協
力
関
係
の
維

持
強
化
を
図
り
、
自
衛
隊
退
職

者
の
再
就
職
に
つ
い
て
協
議
し
、

有
能
な
退
職
予
定
隊
員
を
雇
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
県
内
産

業
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。 

 

総
会
は
、
50
社
の
企
業
会
員 

れ
ま
し
た
。 

 

総
会
後
に
は
、
西
部
航
空
方

面
隊
司
令
官 

井
筒
空
将
に
よ

る
「
我
が
国
周
辺
の
軍
事
情
勢

と
航
空
自
衛
隊
の
活
動
」
に
つ

い
て
の
防
衛
講
話
が
行
わ
れ
ま

し
た
。 

 

そ
の
後
の
懇
親
会
に
お
い
て

は
、
第
4
師
団
長
及
び
佐
世
保

地
方
総
監
部
幕
僚
長
か
ら
、
ご

祝
辞
を
頂
く
と
と
も
に
活
発
な

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
協
力

団
体
の
支
援
を
通
じ
て
、
防
衛

基
盤
の
拡
大
に
努
め
て
参
り
ま

す
。 

様
の
参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
、

総
会
後
に
は
、
西
部
航
空
方
面

隊
司
令
官 

井
筒
空
将
に
よ
る

「
我
が
国
周
辺
の
軍
事
情
勢
と

航
空
自
衛
隊
の
活
動
」
に
つ
い

て
の
防
衛
講
話
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

 

そ
の
後
の
懇
親
会
に
お
い
て

は
、
司
令
官
を
は
じ
め
、
近
隣

の
部
隊
等
長
と
企
業
会
員
様
相

互
の
親
睦
を
深
め
る
と
と
も
に
、

退
職
自
衛
官
の
雇
用
に
対
す
る

意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

佐
賀
地
本
は
、
今
後
も
退
職

自
衛
官
が
安
心
し
て
再
就
職
で

き
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。      

本
年
３
月
に
武
雄
地
域
事
務

所
長
に
赴
任
し
、
早
３
ヶ
月
が

過
ぎ
ま
し
た
。 

 

先
日
、
佐
賀
県
防
衛
協
会
の

大
坪
会
長
か
ら
「
煙
仲
間
（
け

む
り
な
か
ま
）
」
の
話
を
聞
く

機
会
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
内

容
に
つ
い
て
、
紹
介
さ
せ
て
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

「
煙
仲
間
」
と
は
、
煙
草
を

吹
か
し
な
が
ら
談
笑
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
広
げ
て
い
く

こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
も

知
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。 

 

「
葉
隠
」
の
一
節
に
、
「
恋

死
な
ん
、
後
の
煙
に
そ
れ
と
知

れ
、
つ
ひ
に
も
ら
さ
ぬ
中
の
思

い
は
、
こ
の
歌
の
如
き
も
の
な

り
。
こ
れ
に
同
調
の
者
、
煙
仲

間
と
申
し
侯
な
り
。
」
と
記
さ

れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
歌
は
、
「
好
き
な
人
に

思
い
を
伝
え
ら
れ
な
い
ま
ま
死

ん
だ
と
し
て
も
、
胸
の
内
は
、

自
分
の
亡
骸
を
焼
く
煙
を
見
て

悟
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う
意

味
で
す
が
、
男
女
の
恋
愛
で
は

な
く
、
主
君
へ
の
忠
義
を
説
い

て
お
り
、
感
激
し
た
侍
た
ち
が
、

我
ら
「
煙
仲
間
」
と
呼
ん
だ
と

の
こ
と
で
す
。 

 

こ
の
「
煙
仲
間
」
を
自
分
な

り
に
解
釈
し
、
「
事
に
臨
ん
で

は
危
険
を
顧
み
ず
、
身
を
も
っ

て
責
務
の
完
遂
に
努
め
、
も
つ

て
国
民
の
負
託
に
応
え
る
」
べ

く
、
崇
高
な
使
命
を
国
民
の
た

め
に
果
た
す
自
衛
官
の
魅
力
を

多
く
の
方
に
伝
え
、
募
集
業
務

に
邁
進
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。 
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平和を、仕事にする。 
陸海空自衛官募集  

西部方面音楽隊定期演奏会ｉｎ武雄を開催 

迫力ある演奏を行う西部方面音楽隊 

盛り上がる観客席 

高
等
教
諭
等
に
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
く 

「
煙
仲
間
」
に
つ
い
て 

熱
か
風 

防
衛
協
会
定
期
総
会
を
支
援 

自
衛
隊
退
職
者
就
職
援
護
協
議
会
定
期
総
会
を
支
援 

武雄地域事務所長 
２等空尉 原田将裕 

唐津市出身隊員によるソロ演奏 

広報コーナーにおける広報活動 

協力団体からの花束贈呈 

主催者挨拶を行う指山会長 

講話を行う井筒司令官 

演奏会を楽しみにお越し下さった皆様方 

募集制度の説明を受ける高校教諭等 

隊員浴場を見学する高校教諭等 

総会において来賓祝辞を行う 
国会議員の先生方々 

主催者挨拶を行う大坪会長 



 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
6
月

18
日
（
月
）
、
敬
徳
高
等
学
校

に
お
い
て
、
３
年
生
を
対
象
と

し
た
募
集
制
度
説
明
会
を
行
い

ま
し
た
。 

 

本
説
明
会
に
は
、
１
４
９
名

の
参
加
が
あ
り
、
生
徒
は
、
真

剣
な
眼
差
し
で
、
所
長
に
よ
る

募
集
制
度
の
説
明
に
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
同
校
を
２
年
前
に

卒
業
し
た
古
場
１
士
（
陸
自
第

16
普
通
科
連
隊
（
大
村
）
勤

務
）
、
幸
喜
１
士
（
海
自
補
給 

 

唐
津
出
張
所
は
、
出
張
所
横

の
フ
ェ
ン
ス
を
活
用
し
て
、
自

衛
官
等
募
集
ポ
ス
タ
ー
を
掲
示

し
、
通
行
す
る
学
生
等
に
自
衛

官
等
募
集
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。 

 

出
張
所
横
の
道
路
は
、
小
・

中
・
高
校
生
の
通
学
路
に
な
っ

て
い
る
絶
好
の
場
所
で
あ
り
、

ま
た
、
唐
津
地
区
に
は
自
衛
隊

の
駐
屯
地
・
基
地
が
所
在
し
な

い
こ
と
か
ら
、
唐
津
地
区
唯
一

の
自
衛
隊
に
関
す
る
情
報
発
信 

艦
「
お
う
み
」
勤
務
）
の
２
名

の
自
衛
官
に
よ
る
体
験
談
を
交

え
た
説
明
を
受
け
た
生
徒
か
ら

は
、
「
自
衛
隊
に
興
味
が
湧
い

て
き
ま
し
た
。
」
、
「
も
う
少

し
詳
し
く
内
容
が
知
り
た
い
で

す
。
」
と
の
う
れ
し
い
話
を
頂

き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
説
明
会
が
、
今
年
度

の
入
隊
に
繋
が
る
こ
と
を
願
い

つ
つ
、
学
校
を
後
に
し
ま
し
た
。 

 

武
雄
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
学
校
説
明
会
を
通
じ
て
、
広

報
活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 
 の

拠
点
と
し
て
、
自
衛
官
等
募

集
を
始
め
、
各
駐
屯
地
・
基
地

の
行
事
案
内
や
唐
津
地
区
で
行

わ
れ
る
艦
艇
広
報
等
の
お
知
ら

せ
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

唐
津
出
張
所
は
、
定
期
的
に

行
っ
て
い
る
地
域
の
清
掃
活
動

を
含
め
て
、
自
衛
隊
に
対
す
る

親
近
感
の
醸
成
を
図
る
と
と
も

に
、
防
衛
省
・
陸
海
空
自
衛
隊

の
架
け
橋
と
し
て
、
広
報
活
動

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
6
月

16
日
（
土
）
、
佐
賀
市
文
化
会

館
で
行
わ
れ
た
佐
賀
栄
城
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
の
航
空
自

衛
隊
西
部
航
空
音
楽
隊
と
佐
賀

学
園
高
校
吹
奏
楽
部
と
の
「
響

演
」
に
よ
る
「
コ
ン
サ
ー
ト
Ｆ

Ｏ
Ｒ
ザ
ユ
ー
ス
」
に
お
い
て
募

集
広
報
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

 

コ
ン
サ
ー
ト
は
、
第
１
部
の

佐
賀
学
園
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ

る
素
晴
ら
し
い
演
奏
の
後
の
第

２
部
で
は
、
航
空
自
衛
隊
西
部

航
空
音
楽
隊
に
よ
る
熱
く
、
時

に
は
軽
快
に
、
そ
し
て
、
し
っ 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
5
月

27
日
（
日
）
、
福
岡
駐
屯
地
開

設
68
周
年
記
念
行
事
に
お
い
て
、

上
峰
町
自
衛
隊
家
族
会
の
研
修

を
同
行
支
援
し
ま
し
た
。 

 

当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
、

多
数
の
来
場
者
で
賑
わ
う
中
、

観
閲
行
進
や
模
擬
戦
闘
訓
練
の

展
示
を
研
修
さ
れ
た
自
衛
隊
家

族
会
の
方
か
ら
は
、
「
良
く
訓

練
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
、

精
強
な
自
衛
隊
を
と
て
も
頼
も

し
く
感
じ
ま
し
た
。
」
と
の
感

想
を
頂
き
ま
し
た
。 

と
り
と
幅
広
い
演
奏
に
観
客
の

方
々
は
聴
き
入
っ
て
い
る
様
子

で
し
た
。 

 

会
場
に
設
置
し
た
自
衛
官
等

募
集
広
報
コ
ー
ナ
ー
に
も
、
多

く
の
方
々
が
訪
れ
、
広
報
官
か

ら
の
説
明
を
聞
い
た
方
か
ら
は
、

「
自
衛
官
に
な
る
た
め
に
は
、

色
々
な
進
路
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。
」
と
の
感
想
を

頂
き
ま
し
た
。 

 

佐
賀
募
集
案
内
所
は
、
今
後

も
各
種
の
行
事
を
通
じ
て
広
報

活
動
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
今
年
3
月
に
自
衛
官

候
補
生
と
し
て
入
隊
し
た
ご
子

息
と
対
面
さ
れ
た
親
御
さ
ん
は
、

我
が
子
の
一
生
懸
命
に
頑
張
っ

て
い
る
姿
や
頼
も
し
い
言
葉
使

い
に
、
感
動
さ
れ
て
い
る
様
子

で
し
た
。 

 

鳥
栖
地
域
事
務
所
は
、
今
後

も
隊
員
と
ご
家
族
を
全
力
で
応

援
し
て
い
く
と
と
も
に
、
各
種

行
事
を
通
じ
て
、
自
衛
隊
の
活

動
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て
頂

け
る
よ
う
に
努
め
て
参
り
ま
す
。 

 
 
 
 
入隊と同時に「自衛官候補生」に任命され、３か月後に２等陸・海・空士（任期制自衛官）に任用されます。 
■２等陸・海・空士任用後は、陸上自衛隊は１年９か月、 海上・航空自衛隊は２年９か月の任期制コース
となります。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 
 
 

通
行
す
る
学
生
等
に
情
報
を
発
信 

鳥
栖 
唐
津 

佐
賀 

武
雄 

地
元
出
身
隊
員
が
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

音
楽
演
奏
会
に
お
い
て
自
衛
隊
を
Ｐ
Ｒ 

観客席と一体となり盛り上がったアン 
コール曲「ヤングマン」 

募集広報コーナーにおける広報活動 

福
岡
駐
屯
地
記
念
行
事
の
研
修
に
同
行 

模擬戦闘訓練の展示を見学する家族会 
会員の方々 

頼もしく成長した我が子との再開を喜ぶ 
原様親子 

採 用 案 内 平和を守り、未来を創る 
陸・海・空自衛官候補生募集 

詳細につきましては、ホームページをご覧になるか、 
最寄りの地域事務所等へお問い合わせ下さい。 

事務所等 住  所 電話番号 

本  部 
〒８４０－００４７ 
佐賀市与賀町２－１８ 

０９５２－２４－２２９１ 

唐  津  出  張  所 
〒８４７－００８５ 
唐津市和多田本村１－７ 

０９５５－７２－８６９７ 

武雄地域事務所 
〒８４３－００２３ 
武雄市武雄町大字昭和４３－１５ 

０９５４－２３－８３０４ 

鳥栖地域事務所 
〒８４１－００３７ 
鳥栖市本町１－９６２－１ 

０９４２－８３－４０７７ 

佐賀募集案内所 
〒８４０－０８０１ 
佐賀市駅前中央１丁目１３－４０ 

０９５２－３１－５００２ 

募集種目 応募資格（学歴・年齢） 受付期間 試験日 

自衛官候補生 
１８歳以上 
２７歳未満の者 

年間を通じて 
行っております。 

受付時にお知らせします。 

※女子については、お問い合わせ下さい。 

一般曹候補生 １８歳以上２７歳未満の者 
７月１日 
～９月７日 

１次試験： ９月２１日～２３日 
２次試験： １０月１２日～１７日 
※いずれか１日が指定されます。 

予備自衛官補（一般） １８歳以上３４歳未満の者 
７月１日 
～９月１４日 

９月２９日～１０月２日 
※いずれか１日を指定されます。 

防衛大学校学生 

推薦 

１８歳以上２１歳未満の者 

高卒（見込含）又は高専３年次修了
（見込含）で成績優秀かつ生徒会活動
等に顕著な実績を修め、学校長が推
薦できる者 ９月５日 

～９月７日 

９月２２・２３日 

総合 
選抜 １８歳以上２１歳未満の者 

（自衛官は２３歳未満） 
高卒者（見込含）又は高専３年次 
修了者（見込含） 

１次試験：９月２２日 
２次試験：１０月２７・２８日 

一般 
９月５日 
～９月２８日 

１次試験：１１月３・４日 
２次試験：１２月１１～１５日 

防衛医科大学校医学科学生 
１８歳以上２１歳未満の者 
高卒者（見込含）又は高専３年次 
修了者（見込含） 

９月５日 
～９月２８日 

１次試験：１０月２７・２８日 
２次試験：１２月１２～１４日 

防衛医科大学校看護学科学生 
（自衛官候補看護学生） 

１８歳以上２１歳未満の者 
高卒者（見込含）又は高専３年次 
修了者（見込含） 

９月５日 
～９月２８日 

１次試験：１０月２０日 
２次試験：１２月１・２日 

陸上自衛隊 
高等工科学校生徒 

推薦 

男子で中卒（見込含） 

１７最未満の成績優秀かつ生徒会活
動等に顕著な実績を修め、学校長が
推薦できる者 

１１月１日 
～１１月３０日 

３１年１月５日～７日 
※いずれか１日を指定されます。 

一般 
男子で中卒（見込含） 
１７歳未満の者 

１１月１日 
～３１年１月７日 

１次試験：３１年１月１９日 
２次試験：３１年２月１日～４日 

ポスターの掲示により自衛官等募集をＰＲ 

募集ポスターを見る 
小学生 

音楽演奏会をＰＲ 

生徒たちに体験談を交えた説明を行う 
古場１士（陸自）及び幸喜１士（海自） 

募集制度について質問を行う生徒 


